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お け る 小 児 期 お よ び 青 年 期 ラ ッ ト 骨 格 筋 変 化

栄 養　 ○ 須 見 登 志 子　・ 平 岡 さ ち 子

食　　 物

目 的　Ca は 筋 収 縮 に 重 要 な 役 割 を 果 た す 。 一 方Ca の 吸 収 利 用 は 食 事 や 加 齢 に よ り 変 化 す

る た め 骨 格 お よ び 筋 の 発 育 が 顕 著 な 小 児 期 と ， 形 態 的 機 能 的 に 成 熟 し た 成 人 期 と く に 青 年

期 に つ い て 慢 性 的 なCa 欠 乏 が お よ ぽ す 影 響 の 相 違 を 骨 格 筋 の 変 化 を 中 心 に 検 索 し た 。

方 法　 ウイス･)-系 雄77 ト 体 重60g 前 後 を 小 児 期 ， 体 重200g 前 後 を 成 人 期 （ 青 年 期 ） と し て

用 い た 。 予 備 飼 育 後,   isの お の をCa 標 準 食(  2 0 iK * ifイン. 0. 5％Ca)とCa 欠 乏 食(2  0冤ｶｾﾞｲﾝ, 0. 02 ％Ca

） に 分 け3, 月 飼 育 後 ， 血 清 ， 骨 格 筋（ 誹 腹 筋 ） を 採 取 し た 。 筋 は 重 量 測 定 後.     10％ﾎﾙﾏﾘﾝ 固

定 ， 新 鮮 凍 結 切 片 作 成,      10%honiogenate 液 作 成 ， 残 り を 湿 式 灰 化 し た 。 血 清 とlOSihomoge-

n a t e液 はAlkaline phosphatase(Alp) 活 性 ， 尿 ， 血 清. 筋 灰 化 液 はCa,  P量 を 定 量 し,      10%ホ

ルマリン固 定 組 織 は ﾊﾟﾗﾌｨﾝ　包 埋 し てHE,PTAH 染 色 ， 新 鮮 凍 結 切 片 はCa-ATPase,      Succinic　de-

hydrogenase(SDH) 反 応 を 行 っ た 。

結 果　 体 重 変 化 はCa 欠 乏 食 で は 特 に 小 児 期 に 強 い 成 長 阻 害 が 起 こ り, 筋 重 量 も 著 し く 低

下 し た 。 血 清 はCa 欠 乏 で 小 児 期 ， 青 年 期 共 にCa 含 量 低 下 し ， 骨 疾 患 の 指 標 と な るAlp 活 性

は 上 昇 し た 。 骨 格 筋 は,    Ca欠 乏 で 小 児 期Ca 含 量 は 個 体 差 が 大 で あ り ， 青 年 期 は 低 下 し た 。

細 胞 膜 酵 素 のAlp 活 性 は 小 児 期 で 低 下 し た 。 組 織 像 は 小 児 期 で 広 範 な 筋 線 維 の 様 々 な 変 性

や 萎 縮 像 が 見 ら れ ， 青 年 期 は 一 部 の 筋 線 維 に 変 性 か 見 ら れ た 。 細 胞 膜 酵 素 のCa-ATPase　 ，

mitochondria 局 在 酵 素SDH の 組 織 化 学 的 検 索 はCa 欠 乏 で 小 児 期 の ほ う が い ず れ も 活 性 減 少

が 強 く ， 青 年 期 は 筋 線 維 に よ り 一 様 で な か っ た 。 以 上 よ りCa 長 期 欠 乏 は 成 長 の 著 し い 小 児

期 の 骨 格 筋 に 影 響 が 大 きか こ と が 示 唆 さ れ た 。

C 158　　 卵巣摘出骨粗難 症モデルラット の骨代謝 に対 する豆乳の 効果

日 本女大家政　 ○麻見直美　n. 渾郁子

《 目 的 》　 大 豆 成 分 の 生 体 に 及 ぽ す 作 用 に つ い て は、 今 ま で に]l-スり り の 低 下 作 用、　 お よ

び 鉄 が 比 較 的 吸 収 さ れ 易 い な ど の 報 告 が あ る。 ま&  フィり は、 体 内 で 遊 離 のミネう刄と 結 合 す る

と そ の 吸 収 を 阻 害 す る こ と も 報 告 さ れ て い る。 し か し、 大 豆 成 分 の 骨 代 謝 に 対 す る 作 用 の

報 告 は あ ま り み ら れ な い。 一 方、 高 齢 化 社 会 に 伴 い 骨 粗 鮭 症 の 増 加 が 大 き な 社 会 問 題 と な

っ て お り、 我 々 は そ の 予 防 の た め の 研 究 と し て、 様 々 な 力tシウム給 源 の 研 究、 お よ び 力刄'Jｳﾑ代

謝 に 影 響 を 及 ぼ す 因 子 の 研 究 を 行 っ て き た。 そ こ で 本 研 究 で は、 古 く か ら 日 本 人 の 食 生 活

に 定 着 し、 親 し ま れ て い る 上 に、 タ'JI＼°ク源・ミネう片源 と し て 栄 養 価 の 高 い、 豆 腐 の 成 分 で あ る

「 豆 乳 」 に 着 目 し、 そ の 骨 代 謝 に 対 す る 効 果 を 検 討 し た。

《 方 法 》　em 齢s ≫系 雌 ラヅ日こ 卵 巣 摘 出 術 を 施 し 、低Ca 食（0.01j;Ca,0.3XP ）で28 日 間 飼 育 し た

後、 い ず れ も0.3JiCa,0.3J!P を 含 みHi インの み をN 源 と す る 力f イン食 群 と 、N源 の3 割 を 豆 乳 粉 末

に お き か え た 力ｔ イ゙ン・豆 乳 混 合 食 群 に 分 け27 日 間 飼 育 し た。 解 剖 時<Z  、左 右 大 腿 骨・脛 骨、 腰

椎 を 摘 出 し 、DEXA 法（Ho  I og i c社 製　QDR-1000 ）に よ る 骨 密 度 測 定 、お よ び 骨 破 断 試 験 を 行 っ た

《 結 果 》　*f イン･豆 乳 混 合 食 群 は、 ≫t"イン食 群 に 比 べ、

①　 海 綿 骨 主 体 の 脛 骨 近 位1 ／3、 お よ び 皮 質 骨 主 体 の 脛 骨 中2 ／3の 骨 密 度 が 有 意 な 高 値 を 示

し、 海 綿 骨 主 体 の 腰 椎 骨 密 度 に お い て も 高 値 傾 向 を 示 し た。

②　 大 腿 骨 破 断 力 お よ び 破 ≫f li/ir べこ お い て、 有 意 な 増 加 を 示 し た。

以 上 よ り、 食 生 活 に 豆 乳 を 取 り 入 れ る こ と は、 骨 密 度 お よ び 骨 強 度 の 増 加 か ら、 骨 粗 綴

症 の 予 防 に 効 果 的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た。
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